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背景 

• 近年、携帯電話が目覚ましい普及を果たし、それから発せられ   
  る高周波電波の生体 への影響が関心を集めている。 
 
•   2006 WHO Research Agenda for Radio Frequency Fields によ 
    れば、早急に検討すべき動物実験のひとつとして、未発達な動  
    物に対する電磁波の影響、特に造血器、中枢神経、免疫に関し 
    ての影響評価を検討すべきとされている。 
 
• 胎児や子供に関する電磁波の影響に関しては社会的関心が   
    高いが、それらに関する報告は少ない。 



目的 

 胎児期電磁波ばく露の影響を評価する。 
 
    電波ばく露 
 局所ばく露； 携帯電話端末の使用。 
 全身ばく露； 基地局を想定した電波の全身ばく露。 

 

 





• ラット（照射された妊娠ラットの子）の末梢血分画測定 
 
1. ラット末梢血は、深麻酔下に心腔採血にて採取する。 

 
2. 自動血球計算機を用いて、末梢血の分画を測定する。 
    
   白血球数、赤血球数、血小板数 

測定方法①  








































